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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 6,466 12.8 237 61.6 277 45.3 97 7.6

22年３月期第１四半期 5,731 △27.5 146 △83.4 190 △78.6 90 △78.9

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 9.77 ―

22年３月期第１四半期 9.08 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 20,173 14,367 64.2 1,300.65

22年３月期 20,771 14,864 64.9 1,355.17

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 12,946百万円  22年３月期 13,489百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― ― ― 50 00 50 00

23年３月期 ―

23年３月期(予想) ― ― 50 00 50 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 12,000 10.1 430 99.1 480 63.8 210 72.1 20 09

通期 25,000 8.5 1,170 34.2 1,260 15.2 670 △9.9 64 09



 

 
（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に

係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は【添付資料】P.4 「2.その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規 ― 社 (    ―       )、除外 ― 社 (     ―      )

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 10,454,100株 22年３月期 10,454,100株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 500,250株 22年３月期 500,250株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 9,953,850株 22年３月期１Ｑ 9,953,862株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一部景気の悪化に底打ちの兆しが見られたもの
の、ギリシャの財政危機に端を発する欧州経済への不安が円高や株安へと波及し、企業収益にも少な
からず影響を及ぼすという依然として厳しい状況のまま推移いたしました。  
当社グループの主要取引先である自動車、電機業界におきましては、環境対応製品の開発競争を本

格化させておりますが、新興国市場の開拓及びそれに適した世界規模での生産体制の見直し再編によ
り、従来のような国内投資は期待できない状況にあります。 
このような環境の中、当社グループは「３次元設計システム」と「ＣＡＤ応用技術」を中核とした

「物造りの全工程の生産性向上を視野に入れたソリューション提供」について、企業の製造部門ばか
りでなく研究開発部門の生産性向上まで範囲を広げ、サーバの統合や置き換えによるコスト低減を目
指した提案活動に注力するとともに、取引先企業の設備投資額の減少により業界のパイが縮小してい
く中、シェア拡大を目指して本年２月に伯東㈱より買収、子会社化した㈱ＨＩＴ（旧社名：伯東イン
フォメーション・テクノロジー㈱）との事業統合を実施いたしました。  
その結果として、当第１四半期連結会計期間の経営成績は、売上高が6,466百万円（前年同四半期

比12.8%増）、営業利益は237百万円（同61.6%増）、経常利益は277百万円（同45.3%増）、四半期純
利益は、97百万円（同7.6%増）となりました。 
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 
ＰＬＭ事業につきましては、取引先企業の設備投資額の減少傾向が底打ちしつつあること及び㈱Ｈ

ＩＴとの事業統合効果などにより売上高が6,055百万円（前年同四半期12.4%増）、営業利益は179百
万円（同6.3%増）となりました。 
ＥＤＡ事業につきましては、同事業を担う㈱ジーダットの受注が前年同四半期に比べて好調に推移

したことにより売上高が411百万円（前年同四半期20.2%増）、営業利益は61百万円（前年同四半期は
△19百万円）となりました。 
なお連結営業利益237百万円は、各事業の営業利益の合計額から各事業に共通する費用4百万円を控

除しております。 

  

(1)資産、負債及び純資産の状況  
当第１四半期連結会計期間末における資産合計及び負債純資産合計は、以下の要因により、前連結

会計年度末に比べ597百万円減少し、20,173百万円となりました。 
①資産  

流動資産は、現金及び預金が66百万円増加、受取手形及び売掛金が514百万円減少、商品が58百
万円増加、仕掛品が156百万円増加、その他が55百万円減少したことにより、前連結会計年度末比
288百万円減の14,493百万円となりました。 

固定資産は、有形固定資産が29百万円減少、無形固定資産のうち、のれんが4百万円減少、その
他が15百万円減少、投資その他の資産のうち、投資有価証券が264百万円減少、長期預金が100百万
円減少、その他が104百万円増加したことにより、前連結会計年度末比309百万円減の5,680百万円
となりました。 

  
②負債  

流動負債は、買掛金が368百万円減少、未払法人税等が181百万円減少、賞与引当金が187百万円
減少、役員賞与引当金が10百万円増加、その他が547百万円増加したことにより、前連結会計年度
末比179百万円減の4,588百万円となりました。 

固定負債は、退職給付引当金が78百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末比79百万円
増の1,217百万円となりました。 

この結果、負債合計は前連結会計年度末比100百万円減の5,806百万円となりました。 

  
③純資産  

純資産は、利益剰余金が400百万円減少、その他有価証券評価差額金が144百万円減少、為替換算
調整勘定が1百万円増加、新株予約権が30百万円増加、少数株主持分が14百万円増加したことによ
り、前連結会計年度末比497百万円減の14,367百万円となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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(2)キャッシュ・フローについて 
当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計

年度末に比べ266百万円増加（同4.4%）し、6,355百万円となりました。 
①営業活動によるキャッシュ・フロー  

営業活動の結果得られた資金は前年同四半期に比べて464百万円減少（同△51.6％）し、435百万
円となりました。 

収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益260百万円、退職給付引当金の増加額78百万円、
売上債権の減少額514百万円、前渡金の減少額69百万円、前受金の増加額180百万円、その他流動負
債の増加額291百万円であり、支出の主な内訳は、賞与引当金の減少額187百万円、たな卸資産の増
加額215百万円、仕入債務の減少額368百万円、法人税等の支払額338百万円であります。 

  
②投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動の結果得られた資金は前年同四半期に比べて222百万円増加（同281.3%）し、301百万円
となりました。 

収入の主な内訳は、定期預金の払戻による収入500百万円であり、支出の内訳は、長期預金の預
入による支出200百万円であります。 

  
③財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動の結果使用した資金は前年同四半期に比べて6百万円減少（同△1.4％）し、473百万円
となりました。 

支出の主な内訳は、配当金の支払額464百万円であります。 

  

当第１四半期連結会計期間の業績は前年同四半期に比べて好調に推移しましたが、今後のＩＴ関連
の投資動向は不透明な部分が多いため、平成23年３月期の連結業績予想につきましては、平成22年５
月14日に公表いたしました平成22年３月期決算短信における「23年３月期の連結業績予想」から変更
はございません。 
  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

①棚卸資産の評価方法 
当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末

の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 
②固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度にかかる減価償却費の額を期間按分して算
定する方法によっております。 

  

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日）を適用しております。これにより、営業利益、経常利益がそれぞれ863千円減少し、税

金等調整前四半期純利益が17,773千円減少しております。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,095,470 9,029,044

受取手形及び売掛金 4,474,430 4,988,566

商品 168,601 110,450

仕掛品 163,318 6,448

原材料及び貯蔵品 12,573 12,449

その他 584,375 639,951

貸倒引当金 △5,258 △5,258

流動資産合計 14,493,512 14,781,651

固定資産

有形固定資産 458,841 488,400

無形固定資産

のれん 23,897 28,194

その他 138,955 154,693

無形固定資産合計 162,852 182,887

投資その他の資産

投資有価証券 2,012,241 2,276,806

長期預金 1,700,000 1,800,000

その他 1,346,361 1,241,595

投資その他の資産合計 5,058,603 5,318,401

固定資産合計 5,680,296 5,989,689

資産合計 20,173,809 20,771,341

負債の部

流動負債

買掛金 2,114,790 2,482,962

未払法人税等 151,736 332,970

賞与引当金 176,453 363,859

役員賞与引当金 10,000 －

その他 2,135,991 1,588,557

流動負債合計 4,588,972 4,768,350

固定負債

役員退職慰労引当金 14,154 13,994

退職給付引当金 950,747 871,876

その他 252,419 252,419

固定負債合計 1,217,321 1,138,291

負債合計 5,806,293 5,906,642
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,337,718 1,337,718

資本剰余金 1,445,118 1,445,118

利益剰余金 11,170,716 11,571,143

自己株式 △598,333 △598,333

株主資本合計 13,355,219 13,755,646

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △396,322 △252,270

為替換算調整勘定 △12,459 △14,257

評価・換算差額等合計 △408,782 △266,528

新株予約権 201,032 170,400

少数株主持分 1,220,046 1,205,180

純資産合計 14,367,515 14,864,699

負債純資産合計 20,173,809 20,771,341
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 5,731,117 6,466,932

売上原価 4,474,794 5,011,985

売上総利益 1,256,322 1,454,947

販売費及び一般管理費合計 1,109,659 1,217,945

営業利益 146,663 237,001

営業外収益

受取利息 11,340 16,385

受取配当金 17,174 17,910

補助金収入 26,649 －

その他 3,729 7,480

営業外収益合計 58,893 41,776

営業外費用

減価償却費 － 686

持分法による投資損失 12,067 －

為替差損 － 322

その他 2,505 283

営業外費用合計 14,572 1,292

経常利益 190,984 277,486

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 16,910

特別損失合計 － 16,910

税金等調整前四半期純利益 190,984 260,576

法人税、住民税及び事業税 138,728 165,933

法人税等調整額 △42,123 △25,838

法人税等合計 96,604 140,094

少数株主損益調整前四半期純利益 － 120,481

少数株主利益 3,991 23,216

四半期純利益 90,388 97,265
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 190,984 260,576

減価償却費 38,293 43,614

株式報酬費用 42,852 30,631

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 16,355

賞与引当金の増減額（△は減少） △216,291 △187,405

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △30,000 10,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,232 78,870

受取利息及び受取配当金 △28,515 △34,296

持分法による投資損益（△は益） 12,067 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,134,978 514,135

たな卸資産の増減額（△は増加） 300,114 △215,145

前渡金の増減額（△は増加） 83,561 69,420

その他の流動資産の増減額（△は増加） 27,954 △21,142

仕入債務の増減額（△は減少） △781,275 △368,172

前受金の増減額（△は減少） 152,438 180,140

未払消費税等の増減額（△は減少） － 61,523

その他の流動負債の増減額（△は減少） 315,360 291,065

その他 △4,919 5,116

小計 1,252,836 735,287

利息及び配当金の受取額 26,256 38,625

利息の支払額 － △150

法人税等の支払額 △378,826 △338,258

営業活動によるキャッシュ・フロー 900,266 435,504

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 500,000

長期預金の預入による支出 － △200,000

差入保証金の回収による収入 43,960 －

預け金の回収による収入 29,862 －

その他 5,346 1,911

投資活動によるキャッシュ・フロー 79,170 301,911

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △461,446 △464,020

少数株主への配当金の支払額 △18,600 －

その他 － △9,300

財務活動によるキャッシュ・フロー △480,046 △473,320

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,979 2,331

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 503,369 266,425

現金及び現金同等物の期首残高 5,703,552 6,089,044

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,206,921 6,355,470
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当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

該当事項はありません。 

  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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